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町総ぐるみで防災訓練！
木造住宅の無料耐震相談会
ごみ処理広域化実施計画案を策定
夏場は特に食中毒に注意！
長寿のお祝い～敬老祝金・長寿夫妻記念品～
二見利節画伯の絵画

……………………②・③
………………………④

………………⑤
………………………⑦

…⑨
…………………………⑪など

｢百合が丘保育園の避難訓練の様子｣（平成23年６月10日撮影）
百合が丘保育園で実施され、園児たちも災害に備えて訓練しました。町の防災訓
練は8月21日（日）9時から実施します。

町の鳥　ヤマガラ
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※

雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

中
止
の
場
合
は
当
日
７
時
10

分
こ
ろ
に
町
防
災
行
政
無
線

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

防
災
安
全
課
防
災
安
全
班

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年８月号 ☎０４６３－７１－３３１１

　今年の防災訓練の地震規模は神奈川県西部地震の想定規模より高く設定し、地域の皆さんを主体と
して、より実践に近い形で実施します。また、今回は初めて津波避難訓練なども実施します。

8月21日㈰９時～二宮町総合防災訓練

【対象】各会社・店舗・営業所などの方
【内容】防災行政無線を合図（起点）に災害を想定し
　　　　て社内訓練や避難誘導訓練　など

・町民センターに開設
・本部からの被害情報やボランティア派遣の必要な場
　所などの情報収集　など

【対象地区】元町北、元町南
【内容】

・ラディアンに救護
　所を開設
・トリアージ訓練
　（多数の傷病者を
　重症度と緊急性に
　よって分別し治療の優先度を決定する）

【重点検証項目】

・多数傷病者への対応方法の確認
・各資器材の取り扱いなどの確認

訓練に伴い緊急放送やサイレンが流れますが、
実際の災害ではありませんのでご注意ください。

【重点検証項目】

・津波被害軽減のための迅速な情報伝達と避難
・災害時要援護者支援体制
・避難所開設と初期運営

中央応急救護所訓練
避難拠点基地　

二宮高等学校　一色、緑が丘１・２・３丁目、中里
一色小学校　　百合が丘１・２・３丁目
二宮小学校　　富士見が丘１・２・３丁目、松根、
　　　　　　　上町（JR北側）
二宮中学校　　上町（JR南側）、中町、下町
山西小学校　　釜野
二宮西中学校　入川匂
町立体育館　　梅沢、越地、茶屋、通川匂

【内容】

・避難拠点基地などへ避難し､避難所の開設･運営訓練
・避難所に入所した住民の名簿作成
・仮設トイレ設置
・備蓄資機材の点検
・情報伝達訓練
・給水訓練（断水を想定）
・発電機作動訓練　　　　など

避難拠点基地訓練

災害ボランティアセンター開設訓練

・県警ヘリや海上保安庁の警備艇により、海面監視や
　避難広報訓練
・津波による溺者などを想定した救助訓練

県警ヘリ・海上保安庁舟艇による
　　　　　　　  要救助者救出訓練

【対象地区】通川匂地区、茶屋地区、梅沢地区
【内容】

・J‐ALERT（ジェイ・アラート）による町内放送を
　流すとともに警察・消防車両による巡回広報を実施
　（停電時を想定し、梵鐘や半鐘も使用する）
・漁業関係者が海浜利用者を避難誘導する訓練

津波避難訓練

・二宮町役場で本部開設・運営訓練
・被害や住民要望などの情報伝達訓練　など

災害対策本部訓練

公募団体防災訓練

ぼんしょう

対象地区
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・
震
度
５
強
〜
６
強
の
揺
れ

・
津
波
は
１
〜
３
ｍ
で
到
達
時

刻
は
５
分
以
内
。
地
震
発
生

後
直
ち
に
避
難
す
る
こ
と
が

必
要
。

・
建
物
は
全
壊
が
２
０
０
棟
。

相
模
湾
西
部
で
は
津
波
に
よ

る
被
害
は
地
形
の
影
響
で
浸

水
範
囲
が
狭
い
た
め
、
被
害

は
小
さ
く
な
る
。

・
橋
梁
・
橋
脚
の
被
害
に
よ
り

小
田
原
以
西
の
地
域
に
１
か

月
程
度
の
通
行
規
制
と
な
る

区
間
が
生
じ
る
。

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
に
先
駆
け
て
、
８
月
21
日
に
「
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害
発
生
後
、
公
的
援
助
が
届
く
ま
で

３
日
間
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
「
自
助
」
（
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
。
）
、
「
共
助
」

（
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
。
）
で
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
地
域
と
の
連
携
を
確
認
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
震
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
神
奈
川
県
西
部
地

震
は
「
神
奈
川
県
地
震
被
害
想
定
調
査
」
（
平
成
21
年
３
月
）
に
よ

る
と
「
切
迫
性
有
り
」
と
判
断
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
差
し
迫
っ
た

状
況
で
す
。
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町
総
ぐ
る
み
で
防
災
訓
練
！

町の木
つばき

町の花
カンナ

町の鳥
ヤマガラ

大正12年９月１日午前11時58分に地震発生
余震　２日午前0時までの12時間に128回
被害　全焼６戸、全壊406戸、半壊376戸（総戸数1,343戸の約59%）
　　　死者25人、重軽傷者26人（総人口7,770人の約0.7%）
　地震が発生したと思うまもなく大激震が襲来し、地面は裂け、家屋は倒れ、多数の死傷者を出
し、一瞬にして地獄の様相となった。発生の時刻が正午前であったため昼食の支度をしていた家
が多く、かまどや七輪の火を始末することができず火災が発生した。二宮ではたいした津波はな
かった。それは相模湾沿岸の陸地が隆起した(吾妻村は1.8ｍ)ためではないかと考えられている。

二宮町近代史話（町図書館発行）より抜粋

神奈川県西部地震による
二宮町の被害想定

関東大震災時の二宮町（吾妻村）の被害状況

《
震
度
分
布
図
》

二宮町

き
ょ
う
り
ょ
う
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○
耐
震
診
断
の
目
安

　昭
和
56
年
６
月
に
建
築
基
準

法
が
改
正
さ
れ
、
耐
震
基
準
が

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
よ

り
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

は
耐
震
診
断
を
受
け
た
方
が
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　い
つ
頃
建
て
ら
れ
た
の
か
、

ま
ず
は
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
命
を
救
う
た
め
に

　現
在
、
町
の
消
防
署
に
は
救

急
車
が
２
台
配
備
さ
れ
て
お
り
、

３
件
以
上
の
出
動
が
重
な
っ
た

場
合
は
、
近
隣
市
町
へ
応
援
を

要
請
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　応
援
隊
に
よ
る
救
急
で
は
、

現
場
に
到
着
し
医
療
機
関
に
収

容
す
る
ま
で
の
時
間
が
多
く
か

か
っ
て
し
ま
い
、
も
し
１
分
１

秒
を
争
う
傷
病
者
の
場
合
に
命

に
か
か
わ
る
問
題
と
な
り
ま
す
。

　緊
急
度
・
重
症
度
の
高
い
傷

病
者
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　な
お
、
緊
急
度
・
重
症
度
の

判
断
が
で
き
な
い
状
況
で
は
、

た
め
ら
わ
ず
救
急
車
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。

○
あ
な
た
が
つ
な
ぐ
命

　救
急
現
場
で
は
、
救
急
車
を

必
要
と
し
て
い
る
傷
病
者
を
発

見
し
て
か
ら
の
迅
速
な
情
報
と
、

適
切
な
応
急
処
置
が
大
変
重
要

で
す
。
誰
か
の
た
め
に
で
は
な

く
、
あ
な
た
自
身
の
た
め
に
も

救
急
法
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　町
消
防
署
で
は
、
地
域
や
事

業
所
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
10
名
程

度
の
方
が
集
ま
れ
ば
、
随
時
救

命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　消
防
課
警
防
班

○
耐
震
補
強
を
知
ろ
う

　耐
震
診
断
を
受
け
、
耐
震
数

値
が
よ
く
な
い
場
合
に
は
、
耐

震
補
強
な
ど
の
検
討
も
必
要
で

す
。　実

際
に
ど
の
よ
う
な
補
強
を

す
れ
ば
よ
い
の
か
も
個
別
に
相

談
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　都
市
整
備
課
計
画
指
導
班

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
相
談
会

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
相
談
会

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
相
談
会

救
急
車
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

救
急
車
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

地
震
に
備
え
て
相
談
し
よ
う
！

地
震
に
備
え
て
相
談
し
よ
う
！

〜
９
月
９
日
は
救
急
の
日
〜

〜
９
月
９
日
は
救
急
の
日
〜

と　　き　①９月３日(土)９：00～12：00
　　　　　②９月17日(土)９：00～12：00
と こ ろ　①富士見が丘児童館
　　　　　②保健センター
内　　容　図面を見て壁の配置や間取りを確認   
　　　　　し、簡易的な耐震診断をします。
申　　込　不要。直接会場にお越しください。
持　　物　建物の平面図
相談協力　㈳建築士事務所協会平塚支部

　近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
、
搬
送
人
員
数
が
増
え
て
お
り
、
救
急
隊

の
現
場
ま
で
の
到
着
時
間
も
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数
が
入
院
を
必
要
と
し
な
い

軽
症
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　救
急
車
や
救
急
医
療
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
上
手
に
活
用

し
、
救
急
医
療
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

119番が通じた際、次のことを落ち着いて伝えてください。
①通報者の氏名・電話番号
②住所・所在(駅などであれば、改札・ホームなど)
③交通事故の場合、傷病者の数・容態・交通状況など
※携帯電話からの場合、電波状況や場所によって他市町の消
防本部につながる可能性があります。その際は管轄する消
防本部に転送しますので電話を切らずに指令員の指示に
従ってください。
※聴覚に障がいのある方にはFAXで対応しています。

救急車を呼ぶときは…

｢おかえり｣｢ただいま｣などのあいさつは
地域づくりや防犯のためにも大切です。
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　安
定
・
安
心
・
安
全
な
ご
み

処
理
を
将
来
に
わ
た
っ
て
続
け

る
た
め
に
は
、
平
塚
市
・
大
磯

町
と
の
広
域
化
処
理
が
唯
一
の

方
法
で
す
。

　二
宮
町
は
一
度
脱
退
し
ま
し

た
が
、
復
帰
に
向
け
て
両
市
町

と
具
体
的
な
実
施
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　実
施
計
画
骨
子
案
に
対
す
る

ご
意
見
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な

目
標
数
値
、
施
策
、
施
設
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　今
後
は
、
基
本
協
定
の
締
結

(

復
帰)

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
最
終

的
な
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

【
新
設
】

●
剪
定
枝
資
源
化
施
設

　１
市
２
町
の
剪
定
枝
を
破
砕

し
て
、
チ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　二
宮
・
大
磯
町
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
異
物
除
去
や
圧
縮
梱
包
を

し
ま
す
。

●
不
燃
物
処
理
施
設

　不
燃
物
を
処
理
す
る
施
設
で

す
が
、
整
備
時
期
・
処
理
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
り

今
後
の
技
術
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
既
存
施
設
】

●
し
尿
処
理
施
設

　引
き
続
き
利
用
し
て
い
き
ま

す
。
（
二
宮
町
の
み
使
用
）

問
い
合
わ
せ

・
生
活
環
境
課
環
境
政
策
班

・
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域

化
推
進
会
議
事
務
局
（
平

塚
市
役
所
内
）

　
　☎
23

－

１
１
１
１

実
施
計
画
案
説
明
会

と
き８

月
20
日
（
土
）

14
時
か
ら

と
こ
ろ

町
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

ご
み
処
理
広
域
化

　
実
施
計
画
案
を
策
定

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年８月号 ☎０４６３－７１－３３１１

実
施
計
画
案
概
要
（
二
宮
町

分
担
ご
み
処
理
施
設
）

対
象平

塚
市
・
大
磯
町
・
二
宮
町

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

期
限　９

月
９
日
（
金
）
ま
で

閲
覧
場
所

　生
活
環
境
課
窓
口
、
町
民
サ

ー
ビ
ス
プ
ラ
ザ
、
ラ
デ
ィ
ア
ン

事
務
所
窓
口
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
方
法

　氏
名
・
住
所
を
記
入
の
う
え
、

次
の
方
法
で
応
募
。※

電
話
で

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
郵
送

　〒
２
５
４

－

８
６
８
６

　平
塚
市
浅
間
町
９

－

１

　１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化

　推
進
会
議
事
務
局

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　21

－

９
６
０
３

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化

　推
進
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.hiratsuka.

kanagaw
a.jp/kouiki/

そ
の
他

　意
見
募
集
終
了
後
、
ご
意
見

に
対
す
る
考
え
方
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
予
定
で

す
。（
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
）

実
施
計
画
案
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す

※（　）は二宮町の開始予定年度。
・高効率ごみ発電施設については焼却処理量の減量化を進めた後、広域処理開始の予定。
・粗大ごみ破砕処理施設・リサイクルプラザ・最終処分場は平塚市の既存施設のため施設
　稼働状況を考慮し、順次広域処理開始の予定。
※リサイクルセンターは､二宮町および大磯町のペットボトル､容器包装プラスチックを処理。
※二宮町のし尿処理は単独。平塚市および大磯町のし尿処理は大磯町が処理する。

高効率ごみ発電施設

厨芥類資源化施設

剪定枝資源化施設
リサイクルセンター
不燃物処理施設
粗大ごみ破砕処理施設
リサイクルプラザ
最終処分場

し尿処理施設

し尿処理施設

平塚市

大磯町

二宮町
二宮町
二宮町
平塚市
平塚市
平塚市
大磯町
大磯町
二宮町

315ｔ／日
前処理 38ｔ／日
ﾒﾀﾝ発酵17ｔ／日
18ｔ／日
5ｔ／日
未定
55ｔ／日
44.6ｔ／日
456,000m3

50ｋL／日
未定

50ｋL／日

建設中

Ｈ29年度

Ｈ25年度
Ｈ29年度
時期未定
̶
̶
̶
̶

Ｈ29年度
̶

Ｈ25年度

Ｈ29年度

Ｈ27年度
Ｈ31年度
時期未定
̶
̶
̶
̶

Ｈ31年度
̶

Ｈ25年度(Ｈ28年度)

Ｈ29年度

Ｈ27年度
Ｈ31年度
時期未定
　

Ｈ25年度(Ｈ27年度)
　

Ｈ30年度で終了
Ｈ31年度
̶

新
設

既
設

施設名 分担 施設規模
広域処理施設の整備などのスケジュール

工事着工 施設稼働 広域処理開始
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　購
入
し
た
日
か
ら
１
年
間

（
平
成
23
年
９
月
１
日
に
購
入

す
る
と
、
平
成
24
年
８
月
31
日

ま
で
）、
所
定
の
施
設
を
無
料

で
利
用
で
き
る
年
間
利
用
券
で

す
。　温

水
プ
ー
ル
用
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
用
の
パ
ス
ポ
ー
ト

が
あ
り
ま
す
。

　期
間
中
は
何
度
利
用
し
て
も

無
料
で
す
の
で
、
数
多
く
利
用

す
る
ほ
ど
お
得
に
な
り
ま
す
。

　月
に
７
回
以
上
、
施
設
を
利

用
す
る
方
に
お
勧
め
し
ま
す
。

　例
え
ば
、
水
泳
教
室
に
参
加

す
る
方
は
月
に
多
い
と
き
で
４

回
利
用
し
ま
す
。
教
室
以
外
で

あ
と
３
回
利
用
す
る
か
、
他
の

教
室
に
も
参
加
す
る
と
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
を
利
用
し
た
方
が
お

得
で
す
。

　【例
】プ
ー
ル
を
月
７
回
利
用

　400
円×

７
回×

11
か
月
＝

　３
０
，
８
０
０
円

　３
，
８
０
０
円
お
得
！

※

12
月
〜
１
月
に
長
期
休
館
日

が
あ
る
た
め
１
年
を
11
か
月

で
計
算
し
て
い
ま
す
。

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
年
間

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
町
立
体
育
館

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
も

利
用
が
可
能
で
す
。

　８
月
下
旬
か
ら
一
般
水
泳
教

室
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
、
水
中
ら

く
ら
く
運
動
教
室
、
小
学
生
水

泳
教
室
、
幼
児
水
泳
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　水
泳
教
室
と
日
頃
の
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
、
年
間
パ
ス
ポ

ー
ト
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
班

２
．
室
外
機
ま
わ
り
の
掃
除

　室
外
機
ま
わ
り
の
空
気
の
流

れ
を
妨
げ
る
と
、
エ
ア
コ
ン
の

効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。
植
木

や
物
な
ど
で
通
風
を
妨
げ
な
い

よ
う
、
す
っ
き
り
き
れ
い
に
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
節
電
ア
イ
デ
ィ
ア
の
検
証
」

Ｑ
．
扇
風
機
の
風
だ
け
で
は
暑

い
と
き
、
扇
風
機
の
前
に
凍
ら

せ
た
も
の
を
置
く
と
涼
し
く
な

る
の
で
は
？

Ａ
．
実
験
し
た
結
果
涼
し
く
な

り
ま
し
た
。
凍
ら
せ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
扇
風
機
と
人
の
間
に

置
く
こ
と
で
気
流
の
温
度
を
数

度
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
扇
風
機
の
み
で
涼
感

が
得
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
暑

さ
対
策
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　体
調
に
注
意
し
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
節
電
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　東
京
電
力
神
奈
川
カ
ス
タ
マ

　ー
セ
ン
タ
ー

　0
1
2
0

－

99

－

5
7
7
6

　暑
さ
が
厳
し
い
と
き
は
エ
ア

コ
ン
の
使
用
を
過
度
に
控
え
る

と
室
温
が
上
昇
し
、
熱
中
症
を

引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。冷
房
機
器
を
上
手
に
使
っ

て
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

１
．扇
風
機
・
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

　タ
ー
の
活
用

　扇
風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
は
強
風
モ
ー
ド
で
も
エ
ア

コ
ン
に
比
べ
て
消
費
電
力
は
小

さ
く
、
冷
房
時
床
に
た
ま
り
が

ち
な
冷
気
を
循
環
す
る
の
で
涼

し
く
感
じ
ま
す
。

　ま
た
冷
房
中
は
エ
ア
コ
ン
の

風
向
き
を
上
向
き
に
調
整
し
て

い
た
だ
く
と
効
果
的
で
す
。

《
配
置
例
》

ご
存
知
で
す
か
？

　
”温
水
プ
ー
ル
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
“

２
．
室
外
機
ま
わ
り
の
掃
除

　暑
さ
が
厳
し
い
と
き
は
エ
ア

節
電
に
つ
な
が
る
冷
房
の
ポ
イ
ン
ト

｢

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト｣
と
は
？

料
金
は
い
く
ら
？

地
図

お
勧
め
な
の
は
ど
ん
な
人
？

大人
(高校生以上)

子ども
(中学生まで)

27,000円

プール

18,000円

トレーニング
ルーム

14,000円

暮らしの中でできる節電への取り組み
に引き続きご協力をお願いします。

葛
川

県
道
秦
野
二
宮
線 二宮高校

JA湘南

西友

緑ヶ丘テニスコート

温水プール前バス停より徒歩約４分

小田原厚木道路

町民温水プール
P

東海道新幹線

温水プール前

二
宮
高
校
入
口
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○
食
中
毒
は
な
ぜ
起
こ
る
？

　今
年
も
全
国
で
、
多
く
の
食

中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　食
中
毒
は
多
く
の
場
合
、
原

因
と
な
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
付

着
し
た
も
の
を
飲
食
す
る
こ
と

で
発
症
し
ま
す
。

　食
中
毒
を
起
こ
す
と
、
次
の

よ
う
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

・
吐
き
気
、
嘔
吐

・
腹
痛

・
下
痢
な
ど
胃
腸
障
害

・
し
び
れ
、
ま
ひ
な
ど
神
経
障
害

　ま
た
、
悪
化
す
る
と
死
に
至

る
こ
と
も
あ
り
、
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。

○
子
ど
も
と
高
齢
者
は
特
に
注
意

　大
人
は
免
疫
力
が
強
く
、
食

中
毒
菌
が
体
内
に
入
っ
て
も
重

症
に
な
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

　し
か
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者

は
少
量
の
菌
で
も
重
症
化
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　同
じ
も
の
を
食
べ
て
も
大
人

は
な
ん
で
も
な
い
の
に
、
子
ど

も
や
高
齢
者
だ
け
が
食
中
毒
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注

意
し
て
経
過
を
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

○
生
食
に
は
要
注
意

　平
成
23
年
４
月
に
発
生
し
た
、

ユ
ッ
ケ
を
原
因
（
推
定
）
と
す

る
食
中
毒
で
は
、
150
名
以
上
の

方
が
発
症
し
、
４
人
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　「
新
鮮
だ
か
ら
安
全
」
と
い

う
認
識
は
間
違
い
で
す
。
と
り

わ
さ
・
レ
バ
刺
し
・
ユ
ッ
ケ
な

ど
の
生
肉
は
食
べ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　保
険
予
防
課
健
康
づ
く
り
班

食
中
毒
に
注
意
！

夏
場
は
特
に…

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年８月号 ☎０４６３－７１－３３１１

お
う

と

Ⅰ.症状をチェックしましょう
　吐き気や下痢、腹痛など食中毒のおもな症状が 
　あるか確認しましょう。
　同じ食事をした人に同様の症状があれば、食中
　毒の確率が高くなります。
Ⅱ.応急処置をしましょう
　脱水症状を防ぐため、何度かに分けて水分を補
　給しましょう。※自分の判断で胃腸薬や下痢止
　めを服用するのは危険です。
Ⅲ.すぐに医療機関で受診しましょう
　症状、食べたものと時間、便の様子などを医師
　に伝えましょう。
Ⅳ.他者へ感染を防ぎましょう
　嘔吐物や便の処理はゴム手袋をつけ、直接触れ
　ないように注意しましょう。

『食中毒かな？』と思ったら

食中毒予防の3原則食中毒予防の3原則
　食中毒を予防するために、次の３つの衛生習慣を心がけましょう！
  菌・ウイルスを…

①つけない！
　・食品、手、調理器具をしっかりと洗いましょう。
　・食品は菌がつかないようにふたやラップで覆って保存しましょう。

②増やさない！
　・常温で放置せず、冷蔵庫などで保存しましょう。
　・食事はなるべく早く済ませ、
　　残ったものはすぐに冷蔵庫などへ入れましょう。

③殺菌する！
　・食品内部まで十分火を通しましょう。
　・調理器具は定期的に消毒しましょう



　「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
は
、

道
路
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
道
路
の
役
割
や
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
常
に
道
路
を
美

し
く
、
安
全
に
利
用
し
て
い
く

た
め
に
、
身
近
な
道
路
を
み
つ

め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　生
垣
や
庭
木
の
枝
が
伸
び
て

い
る
と
、
道
路
が
狭
く
な
り
、

歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
通
行

に
支
障
を
来
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。　ま

た
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標

識
が
隠
れ
て
し
ま
う
と
、
大
変

危
険
で
す
。
強
風
や
大
雨
時
の

安
全
確
保
の
た
め
に
も
、
私
有

地
の
樹
木
は
適
切
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

　道
路
に
は
み
出
し
た
看
板
や

プ
ラ
ン
タ
ー
、
歩
道
の
陳
列
商

品
な
ど
は
、
思
わ
ぬ
事
故
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　道
路
に
鉄
板
や
ブ
ロ
ッ
ク
を

置
い
て
出
入
り
し
て
い
る
お
宅

を
見
か
け
ま
す
が
、
歩
行
者
や

自
転
車
利
用
者
が
け
が
を
し
た

り
、
雨
水
排
水
の
支
障
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
道
路
管
理
者
に

届
け
出
て
、
段
差
の
切
り
下
げ

工
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

　道
路
上
に
車
を
駐
車
す
る
と

通
行
に
支
障
が
出
て
、
事
故
の

原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
た

と
え
交
通
量
が
少
な
く
て
も
、

地
域
の
方
々
に
と
っ
て
は
貴
重

な
生
活
道
路
で
す
。
み
ん
な
が

安
全
で
快
適
に
通
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　誰
も
が
安
全
で
、
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　都
市
整
備
課
道
路
班

◇
防
災
安
全
班(

５
名)

・
防
災
対
策
、
国
民
保
護
対
策
、

防
災
会
議
の
運
営
、
防
災
知

識
の
普
及
啓
発

・
防
災
無
線
の
管
理
・
運
用

・
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
の
管
理
・
運
営

・
防
犯
対
策
（
防
犯
灯
の
管
理

な
ど
）

・
交
通
安
全
対
策
（
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
管
理
な
ど
）

・
自
転
車
駐
輪
場
の
管
理
・
運

営
、
放
置
自
転
車
の
処
理

・
消
費
生
活
相
談

　
　
　な
ど

　業
務
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て

い
ま
す
が
、
課
員
一
丸
と
な
っ

て
、
町
民
皆
さ
ん
の
安
全
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
べ
く
、
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
・
・
・
」

　皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
３

月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本

大
震
災
」
は
、
私
た
ち
に
大
き

な
課
題
を
与
え
ま
し
た
。

　こ
の
大
震
災
を
機
に
皆
さ
ん

も
日
頃
の
備
え
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　災
害
発
生
直
後
は
、
公
的
機

関
も
即
座
に
そ
の
対
応
に
入
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
へ
の
援
助
を

始
め
る
ま
で
に
最
低
３
日
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

３
日
間
を
ど
う
過
ご
せ
ば
よ
い

の
か
、
ご
家
族
や
地
域
の
方
と

今
一
度
、
話
し
合
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

　町
で
は
、
毎
年
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
「
東
日
本
大
震
災
」
を
受
け
、

今
ま
で
の
訓
練
内
容
を
大
幅
に

見
直
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
主

体
に
し
て
、
よ
り
実
践
に
近
い

形
で
８
月
21
日
（
日
）
に
実
施

し
ま
す
。
詳
細
は
、
今
月
号
の

２
・
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　役
場
の
業
務
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
各
課
の
仕
事
紹
介
」

「
各
課
の
仕
事
紹
介
」

連載防
災
安
全
課

〜
８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」で
す
〜

〜
８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」で
す
〜

ふ
し
ぎ
だ
ね

　こ
の
道
歩
く
と

　ほ
っ
と
す
る

8広報にのみや 平成23年8月10日

伸
び
た
枝
は
刈
り
込
み
を

道
路
に
物
を
置
か
な
い

迷
惑
駐
車
を
し
な
い

出
入
り
口
は
切
り
下
げ
を

みんなで道路をきれいにしましょう。

積極的に運動しましょう！
温水プールで体力づくり！



9

　二
宮
町
の
65
歳
以
上
の
人
口

は
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、

7
，8
7
5
人（
二
宮
町
統
計
書

平
成
22
年
度
版
）
で
、
人
口
の

26
・
５
％
を
占
め
て
お
り
、
県

内
33
市
町
村
で
は
７
番
目
に
高

い
率
で
す
。

　こ
の
10
年
間
で
年
少
人
口

（
14
歳
以
下
）
と
生
産
年
齢
人

口
（
15
歳
〜
64
歳
）
が
減
少
し

て
お
り
、
老
年
人
口
（
65
歳
以

上
）
は
増
え
て
い
ま
す
。

　町
で
は
敬
老
の
日
に
ち
な
み

高
齢
者
の
長
寿
を
祝
う
と
と
も

に
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展

に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
に
感
謝

す
る
た
め
に
お
祝
い
の
品
を
渡

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
誰
が
対
象
？

Ａ
．
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭

和
36
年
９
月
１
日
前
に
結
婚

し
、
今
ま
で
に
長
寿
夫
妻
記

念
品
を
受
け
て
い
な
い
ご
夫

妻
で
す
。

Ｑ
．
記
念
品
は
何
が
も
ら
え
る

の
？

Ａ
．
ジ
ョ
イ
カ
ー
ド
ギ
フ
ト
券

（
商
品
券
）
で
す
。

　１
組
５
，
０
０
０
円
分

Ｑ
．
手
続
き
は
？

Ａ
．
該
当
す
る
ご
夫
妻
か
ら
各

地
区
の
民
生
委
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
町
で
確
認
し

民
生
委
員
が
９
月
に
記
念
品

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

心
と
体
の
健
康
を
管
理
し
て
、

い
つ
ま
で
も
壮
健
で
心
豊
か
な

人
生
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

　高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
支
援
班

Ｑ
．
誰
が
対
象
？

Ａ
．
９
月
１
日
現
在
で
喜
寿

（
77
歳
）
、
米
寿
（
88
歳
）
、

100
歳
の
お
祝
い
に
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。

※

制
度
改
正
に
よ
り
、
99
歳
の

お
祝
い
記
念
品
は
な
く
な
り

ま
し
た
。

Ｑ
．
記
念
品
は
何
が
も
ら
え
る

の
？

Ａ
．
ジ
ョ
イ
カ
ー
ド
ギ
フ
ト
券

（
商
品
券
）
で
す
。

喜
寿
１
０
，
０
０
０
円
分

米
寿
２
０
，
０
０
０
円
分

100
歳
３
０
，
０
０
０
円
分

Ｑ
．
手
続
き
は
？

Ａ
．
町
で
該
当
者
を
確
認
し
、

９
月
に
各
地
区
の
民
生
委
員

な
ど
が
届
け
ま
す
。

長
寿
の
お
祝
い

　
〜
敬
老
祝
金
・
長
寿
夫
妻
記
念
品
〜

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年８月号 ☎０４６３－７１－３３１１

　町では、性別にとらわれることなく、自己の個性や
能力を発揮できる「男女共同参画社会」の実現に向け、
さまざまな取り組みを展開しています。
　今回、｢男女共同参画｣に関する町民の皆さんの考え
などをお聞きし、新たなプランや今後の取り組みを進
める上での参考とするため、アンケートを実施します。
　調査票がお手元に届いた方は、ご
協力をお願いします。
対　　象　町内在住で20歳以上の方
　　　　　1,000名（※無作為抽出）
回答期限　８月31日（水）

男女共同参画
アンケートにご協力を！

　まちづくりの総合的な指針である
総合計画の策定にともない、町民の
皆さんの評価や意見などを把握し、
計画づくりにつなげるため、アンケ
ートを実施しています。お手元に調
査票が届いている方は、ご協力をお
願いします。
対　象　町内在住で20歳以上の方
　　　　1,000名（※無作為抽出）

問い合わせ　企画財政課企画調整班

総合計画
アンケートにご協力を！

お済みでない方はお早めにお済みでない方はお早めにお済みでない方はお早めに
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40％

60％

80％

100％
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69.9
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17年

21.3

65.6
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二宮町人口の年齢別構成

22年
12.2

26.5

60.5

老年人口
(65歳～)

生産年齢人口
(15歳～64歳)

年少人口
(～14歳)

敬
老
祝
金

長
寿
夫
妻
記
念
品

二宮町男女共同参画
シンボルマーク
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目指せ！可燃ごみ50％削減

売却価格　町の収入

前月との比較

前月との比較今月
-19,310㎏

処理費用量

0円
-194,690円
1,850円
-7,801円
-7,895円

-208,536円

0円
1,270,280円

9,820円
98,163円
8,045円

1,386,308円

227,920円
0円

-120円
-228,816円
-349,160円
-350,176円

14,245㎏
-22,230㎏
-850㎏
-6,810㎏
-9,430㎏
-25,075㎏

1,104,240円
0円

22,920円
649,152円
2,649,472円
4,425,784円

69,015㎏
136,530㎏
17,370㎏
19,320㎏
54,440㎏
296,675㎏

剪定枝等
古紙・布類
空きビン
金属類

樹脂類①②③
合計

※ペットボトルは中を洗い、キャップをはずして分別して捨てましょう。不純物が混ざると再生できなくなってしまいます。

資
源
ご
み

-1,431,141円

6月分

443,650㎏

処理費用量
毎日出るごみ
（可燃ごみ） 16,174,110円

平成18年度同期比較　-24.9％

資
源
ご
み
の
売
却
価
格
と
処
理
費
用

10

今年累計
空き巣など
出店荒しなど
ひったくり
車 上 狙 い
自転車盗など
そ の 他
合 計

6月
0
3
0
2
15
6
26

0
7
0
6
39
51
103

≪振り込め詐欺に注意≫
　息子や孫をかたって、携帯電話番号が変わった、後日お金を都
合してほしいという手口も相変わらず多発していますが、被害者
宅に直接現金を取りに行く『手渡し型』も増加しています。
　また、他人には絶対にキャッシュカードを渡さない。暗証番号
は教えないでください！

　｢まちづくり｣をテーマに意見交換もあります｡
と　き　9月24日（土）19時～21時
ところ　二宮中学校体育館
対象地区　上町・中町・下町
テーマ　都市基盤（道路・交通）、町の活性化
　　　　（観光）、防災・安全（災害）など
問い合わせ　企画財政課広報統計班

大磯警察署だより

「町長とのふれあいトーク」

大磯警察署　☎72－0110

「街角マモル君」
（緊急通報装置）誕生！
「街角マモル君」

（緊急通報装置）誕生！
果樹公園の果実の配布

みんなで

　つくろ
う

　　安心の
街

　ナシ（幸水・豊水・菊水）、ブドウ（巨峰・紫
玉など）の熟期を迎えたものを配布します。
と　き　8月26日（金）、9月9日（金）10時～
ところ　果樹公園管理事務所
◎当日は整理券を９時より配布します。配布収穫
　量により配布限度数が変わります。
◎果実の成育状況などにより配布を実施しない場合
　もありますので、事前にお問い合わせください。
◎募金は市場の半額を目安としてください。
問い合わせ　都市整備課公園緑地班

　交番のない北口駅前に「緊急通報装置」を設置し
ました。事件が発生した場合、警察へ迅速な通報が
可能となり、犯罪の抑止効果も期待できます。
　通報ボタンを押すと内蔵さ
れている防犯カメラで記録し
ます。
　
≪緊急通報装置の使い方≫
事件・事故などの緊急事態が発生。
　　　　↓
通報ボタンを押す。
　　　　↓
サイレンが鳴り、赤色灯が点灯して周囲に緊急事
態が発生したことを知らせます。
　　　　↓
受話器をとると、110番へつながります。通報の内
容を落ち着いて話してください。
　　　　↓
警察官が現場に急行します。
問い合わせ　防災安全課防災安全班

今年累計 406件 8億5,400万円
６月中被害 87件 1億4,700万円
振り込め詐欺被害状況

町の人口
(平成23年7月1日現在)

総 数　29,443人（－05）　世帯数　11,418世帯（　04）( )内は前月比
※平成22年国勢調査速報値を基礎数値にしています。速報値では男女別人口が公表されていません。
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二見利節画伯の絵画

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年８月号 ☎０４６３－７１－３３１１

《広告募集中》毎月11,700部を発行し町内各世帯や報道機関等に配布しています。詳細はホームページで。

題名　温かい部屋（昭和8年）縦79.0cm×横116.0cm
第11回春陽会展入選作品で、画壇にデビューするきっ
かけとなった作品です。

題名　花（昭和33年）縦82.0cm×横67.6cm
二宮町公民館の新築記念に寄贈された作品です。

画伯はジャンルにとらわれず、さまざまな絵
を描き、４,000点もの作品を残しています。

題名　イタリーの寺院（昭和45年）
縦72.0cm×横90.0cm
第44回国画会展に出品した作品です。

　10月29日（土）にオープンするふたみ記念
館に飾られる二見利節画伯の絵画を紹介しま
す。二見画伯（二宮町茶屋地区出身）は異才
の洋画家で生涯ひたすら絵に取り組みました。

とし とき

とし とき
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ご意見などは、企画財政課広報統計班までお寄せください。
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地域間交流事業
 7月2日㈯梅沢海岸

子ども会野外研修子ども会野外研修
7月23日㈯～7月25日㈪7月23日㈯～7月25日㈪

in丹沢湖ロッジin丹沢湖ロッジ

　11年目を迎えた長野県高山村との地域間交流事業｡
今年は101名の方々が二宮町を訪れて､海を思う存分
満喫しました。
　経済交流も発展しつつあり、多くの方が二宮町の
特産品をお土産にされました。また、11月の「ふる
さとまつり」では高山村のりんごが販売予定です。

イベントスナップイベントスナップ

編
集
発
行

　
二
宮
町
企
画
財
政
課
広
報
統
計
班

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
引
い
た
地
引
き

網
。
あ
ま
り
魚
は
と
れ
な
か
っ
た
け
ど
、

と
て
も
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

「がんばろう日本」をテーマに
　キャンプファイヤー！

たくさんの思い出と
　　　　　　たくさんの友達ができました。

ようこそ！二宮町へ！ようこそ！二宮町へ！

　今回で37回目を迎えた『子
ども会野外研修』、今年は町
内の６年生141名、スタッフ
90名が参加し、２泊３日で開
催されました。
　野外研修は、簡素なキャン
プ生活の中で、他人を思いや
る心や自らをいかす力、生き
る力を育むことを目的として
います。




